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ひ
ろ
し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
の
動
物
愛
護
管
理
法
上
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 
前
回
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
提
出
第
百
六
十
五
回
国
会
質
問
第
百
八
十
号
）
に
対
す
る
答
弁
（
平
成
十
八
年
十
二
月
五
日
内

閣
質
衆
百
六
十
五
第
百
八
十
号
、
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
は
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
問
題
点
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
再
質

問
す
る
。
な
お
、
答
弁
に
当
た
っ
て
は
必
ず
一
質
問
に
つ
き
一
答
弁
と
し
、
複
数
の
質
問
に
対
し
ま
と
め
て
答
弁
す
る
こ
と
は
厳
に
控
え
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
以

に
お
い
て
「
法
」
と
は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
を
指
す
も
の
と
す
る
。 

下

 

一 

基
本
的
事
項
に
つ
い
て 

１ 

前
回
答
弁
書
「
一
の
１
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
法
人
に
よ
る
届
出
に
お
い
て
、
営
業
開
始
の
予
定
年
月
日
が
「
平
成
十
六
年
九
月
一
日
」
で
あ
る
一
方
、

届
出
日
は
「
平
成
十
七
年
七
月
四
日
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
当
該
法
人
は
、
平
成
十
七
年
改
正
前
の
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
に
平
成
十
六
年
九
月
一
日
よ
り
動
物
取
扱
業
を
営
み
、
平
成
十
七
年
六
月
に
閉
園
し
た
後
の
同
年
七
月
四
日
に
事
後
的
に
届

け
出
た
こ
と
に
な
る
。
旧
法
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
動
物
取
扱
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
に
事
前
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
法
人
の
行
為
は
旧
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
義
務
に
違
反
す
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。 

２ 

当
該
法
人
は
、
平
成
十
七
年
改
正
前
の
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
に
基
づ
き
、
「
遊
休
地
を
活
用
し
た
『
ド
ッ
グ
動

物
園
』
の
開
設
」
を
内
容
と
す
る
経
営
革
新
計
画
を
広
島
県
に
提
出
し
、
広
島
県
知
事
に
よ
る
承
認
を
経
て
、
国
や
広
島
県
か
ら
公
的
な
支
援
措
置
を
受
け

い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
支
援
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

て
３ 

当
該
法
人
の
経
営
革
新
計
画
に
あ
る
「
ド
ッ
グ
動
物
園
」
の
事
業
内
容
は
、
当
該
法
人
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
届
出
の
範
囲
に
限
る
も
の
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
加
え
て
前
回
答
弁
書
「
一
の
３
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
答
弁
の
あ
っ
た
個
人
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
届
出
の
範
囲
も
含
ん
で
い
る
の
か
。 

４ 

当
該
法
人
の
経
営
革
新
計
画
に
あ
る
「
ド
ッ
グ
動
物
園
」
の
事
業
が
、
当
該
法
人
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
届
出
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
場
合
、
当
該
法
人
が

旧
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
義
務
に
違
反
し
て
、
無
届
け
で
動
物
取
扱
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
違
法
行
為
に
対
し
、
公
的
な
支
援
措
置
が
執
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
一
方
、
「
ド
ッ
グ
動
物
園
」
の
事
業
が
、
当
該
法
人
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
届

出
の
範
囲
だ
け
で
な
く
、
当
該
個
人
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
届
出
の
範
囲
も
含
む
場
合
、
無
届
け
で
動
物
取
扱
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
違
法
行
為
だ
け
で

な
く
、
五
百
頭
の
犬
の
虐
待
及
び
三
十
四
頭
の
犬
の
殺
傷
と
い
う
犯
罪
の
疑
い
の
あ
る
行
為
や
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
動
物
の
健
康
及
び
安
全

を
保
持
す
る
た
め
の
基
準
に
違
反
し
た
行
為
に
対
し
、
公
的
な
支
援
措
置
が
執
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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二 

原
因
究
明
に
つ
い
て
（
事
件
発
覚
ま
で
の
広
島
市
の
対
応
） 

１ 

前
回
答
弁
書
「
二
の
１
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
当
該
個
人
が
違
反
し
て
い
た
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
取
扱
業
者
が
遵
守
す
べ
き
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の

細
目
（
平
成
十
八
年
環
境
省
告
示
第
二
十
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
、
第
五
条
第
一
号
イ
等
の
規
定
に
違
反
し
て
い
た
お
そ
れ
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
質
問
で
は
す
べ
て
の
条
項
を
示
す
よ
う
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
第
二
条
第
一
号
、
第
五
条
第
一
号
イ
等
」
と
「
等
」
を
含

て
答
弁
し
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
こ
の
「
等
」
に
つ
い
て
、
網
羅
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

９ 

前
回
答
弁
書
「
一
の
５
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
当
該
個
人
の
届
出
事
業
所
で
あ
る
「
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
飼
養
及
び
保
管
さ
れ
て
い

た
犬
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
質
問
に
お
い
て
は
当
該
個
人
と
当
該
法
人
の
両
方
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
法
人
に
つ
い
て
は
答
弁
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
改
め
て
伺
う
が
、
当
該
法
人
は
、
狂
犬
病
予
防
法
第
五
条
に
規
定
す
る
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
犬
に
受
け
さ
せ
て
い
た

の
か
。
受
け
さ
せ
て
い
な
い
場
合
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
予
防
注
射
義
務
に
違
反
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

８ 

前
回
答
弁
書
「
一
の
６
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
広
島
市
が
法
に
基
づ
き
行
っ
た
対
応
等
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
広
島
市
に
お
い
て
整
理
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
環
境
省
と
し
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
既
に
事
件
の
発
覚
か
ら
二
ヶ
月
余
り
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
島
市
は
事
実
関
係
の
整
理
を
早
急
に
終
え
る
べ
き
で
あ
り
、
終
期
を
明
示
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
広
島
市
か
ら
事
実
関
係
の
整
理
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
れ
が
終

了
す
れ
ば
、
国
と
し
て
広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
の
か
、
併
せ
て
示
さ
れ
た
い
。 

６ 
旧
法
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
、
動
物
取
扱
業
者
は
、
事
業
所
の
名
称
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
等
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
個
人
が
届
出
な
く
事
業
所
の
名
称
を
変
更
し
た
行
為
は
旧
法
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
変
更
届

出
義
務
に
違
反
す
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

７ 

当
該
個
人
か
ら
事
業
所
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ
っ
た
際
、
広
島
市
は
旧
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
す
る
変
更
届
出
義
務
に
つ
い
て
、
当
該
個

人
に
伝
え
て
い
た
の
か
。
伝
え
て
い
な
い
場
合
、
広
島
市
の
対
応
は
不
適
切
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

５ 

前
回
答
弁
書
「
一
の
３
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
当
該
個
人
に
よ
る
届
出
日
は
「
平
成
十
五
年
四
月
十
五
日
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
届
出
時
点
で
の
事

業
所
の
名
称
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
四
月
十
五
日
以
降
現
在
ま
で
に
事
業
所
の
名
称
が
変
更
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
変
更
後
の

事
業
所
の
名
称
並
び
に
旧
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
変
更
届
出
書
の
届
出
年
月
日
、
変
更
予
定
年
月
日
及
び
変
更
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

め
２ 

前
回
答
弁
書
「
二
の
２
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
省
と
し
て
は
、
動
物
愛
護
管
理
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
勧
告
す
る
か
ど
う
か

に
関
す
る
広
島
市
の
判
断
の
詳
細
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
度
重
な
る
指
導
に
事
業
者
が
従
わ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
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三 

広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
（
虐
待
の
判
断
根
拠
） 

内
閣
総
理
大
臣
官
房
管
理
室
長
名
で
警
察
庁
保
安
部
防
犯
企
画
課
長
宛
に
発
出
さ
れ
た
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
虐
待
の
解
釈
に
つ
い
て
（
回
答
）
」（
平
成
元
年
総
管
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
解
釈
回
答
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
警
察
庁
よ
り
照
会
事
項
一
と
し
て

法
に
規
定
す
る
虐
待
の
一
般
的
見
解
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
虐
待
と
は
、
同
条

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
護
動
物
に
対
し
て
、
一
般
的
に
、
不
必
要
に
強
度
の
苦
痛
を
与
え
る
な
ど
の
残
酷
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
い
い
、
虐
待
に
当
た
る

か
否
か
の
具
体
的
判
断
は
、
当
該
行
為
の
目
的
、
手
段
、
態
様
等
及
び
当
該
行
為
に
よ
る
苦
痛
の
程
度
等
を
総
合
し
て
、
社
会
通
念
と
し
て
の
一
般
人
の
健
全

な
常
識
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ま
た
、
警
察
庁
よ
り
照
会
事
項
二
と
し
て
「
(1)
動
物
に
エ
サ
や
水
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
起
因
し
て
当
該
動
物
を
死
に
至
ら
し
め
た
場

合
、
(2)
動
物
が
疾
病
に
か
か
り
、
い
ず
れ
病
死
す
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
承
知
で
何
ら
治
療
行
為
等
を
施
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
起
因
し
て

当
該
動
物
を
死
に
至
ら
し
め
た
場
合
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
法
に
規
定
す
る
虐
待
に
該
当
す
る
と
解
し
て
よ
い
か
と
の
照
会
に
対
し
、
「
上
記
照
会
事
項
一

に
つ
い
て
の
見
解
に
沿
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
動
物
に
エ
サ
や
水
を
与
え
な
い
(1)
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
動
物
の
態
様
、
エ
サ
や
水
を

３ 

前
回
答
弁
書
「
二
の
３
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
省
と
し
て
は
、
動
物
愛
護
管
理
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
業
務
の
停
止
を
命
ず
る

か
ど
う
か
に
関
す
る
広
島
市
の
判
断
の
詳
細
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
事
業
者
が
事
業
の
実
施
に
必
要
な
権
原
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
の
停
止
を
命
じ
な
か
っ
た
正
当
な
理
由
に
つ
い
て
、
広
島
市
の
判
断
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

前
回
答
弁
書
「
三
の
３
に
つ
い
て
」
及
び
「
三
の
４
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
省
と
し
て
は
、
広
島
市
に
お
い
て
動
物
愛
護
管
理
法
第
四
十
四
条
第

二
項
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
詳
細
に
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
本
年
十

月
五
日
及
び
十
月
十
七
日
の
二
回
に
わ
た
り
、
環
境
省
自
然
環
境
局
総
務
課
動
物
愛
護
管
理
室
長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
そ
の
際
に
広
島
市
に
お
け
る
検
討
状

況
を
政
府
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
把
握
に
努
め
て
い
く
旨
の
発
言
が
動
物
愛
護
管
理
室
長
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
ヶ
月
以
上
も
経
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
怠
慢
で
あ
り
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
早
急
に
広
島
市
よ
り

詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
以
下
に
つ
き
再
度
答
弁
さ
れ
た
い
。 

５ 

広
島
市
以
外
の
都
道
府
県
等
に
お
け
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
不
適
切
な
例
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
実
態
調
査
を
行
っ
た
上

で
他
の
都
道
府
県
等
に
対
し
て
も
適
切
な
立
入
検
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
す
べ
き
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

４ 

前
回
答
弁
書
「
二
の
６
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
立
入
検
査
が
よ
り
一
層
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
「
指
導
」
の
法
令
上
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

定
に
基
づ
く
勧
告
を
出
さ
な
か
っ
た
正
当
な
理
由
に
つ
い
て
、
広
島
市
の
判
断
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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四 

広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
（
虐
待
の
解
釈
の
妥
当
性
） 

与
え
な
か
っ
た
理
由
等
の
点
に
つ
い
て
、
ま
た
、
何
ら
治
療
行
為
等
を
施
さ
な
い
と
い
う
(2)
の
よ
う
な
不
作
為
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
疾
病
に
か

か
っ
た
動
物
に
つ
い
て
飼
い
主
に
治
療
義
務
が
あ
る
と
の
社
会
通
念
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
治
療
等
を
施
さ
な
い
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
等
の

点

つ
い
て
、
十
分
検
討
を
加
え
た
上
で
、
虐
待
に
当
た
る
か
否
か
判
断
す
べ
き
も
の
と
思
料
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
方
、
平
成
十
四
年(

ろ)

第
四
号
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日
伊
那
簡
易
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
、
法
第
四
十
四
条
（
旧
法
第
二
十
七
条
）
第
二
項
に
規
定
す

る
虐
待
に
つ
い
て
、
「
愛
護
動
物
の
飼
育
者
と
し
て
の
看
護
を
著
し
く
怠
る
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
行
為
と
し
て
『
み
だ
り
に
給
餌
又
は

給
水
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
る
行
為
』
が
例
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
著
し
く
不
衛
生
な
場
所
で
飼
育
し
、
給
餌
又
は

給
水
を
十
分
与
え
ず
愛
護
動
物
を
不
健
康
な
状
態
に
陥
ら
せ
る
と
い
っ
た
行
為
も
、
上
記
『
虐
待
』
に
該
当
す
る
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。 

に
１ 
本
件
は
右
記
(1)
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
動
物
の
態
様
、
エ
サ
や
水
を
与
え
な
か
っ
た
理
由
等
の
点
に
つ
い
て
、
広
島
市
に
よ

る
検
討
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

「
『
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
』
の
行
為
に
対
す
る
広
島
市
の
方
針
に
つ
い
て
」（
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
文
書
、
以
下
「
広

島
市
方
針
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
約
五
百
頭
の
犬
を
栄
養
失
調
等
で
衰
弱
さ
せ
た
行
為
が
、
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
虐
待
に

該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
「
こ
の
『
み
だ
り
に
』
に
は
、
秩
序
を
乱
し
て
・
む
や
み
に
・
故
意
に
と
い
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ド
ッ

グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
「
み
だ
り
に
給
餌
、
給
水
を
や
め
た
」
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
（
中
略
）
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
資
力
の
範
囲
で
犬
の

飼
養
を
続
け
て
お
り
、
犯
意
・
悪
意
を
持
っ
て
『
み
だ
り
に
』
給
餌
・
給
水
を
や
め
た
と
い
う
事
実
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
刑
罰
が
か
け
ら
れ
る
『
虐

待
』
に
は
あ
た
ら
な
い
と
判
断
」
し
た
と
し
て
い
る
。 

前
回
答
弁
書
「
四
の
１
に
つ
い
て
」
及
び
「
四
の
２
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
省
と
し
て
は
、
広
島
市
に
お
い
て
動
物
愛
護
管
理
法
第
四
十
四
条
第

二
項
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
詳
細
に
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
本
年
十

月
五
日
及
び
十
月
十
七
日
の
二
回
に
わ
た
り
、
環
境
省
自
然
環
境
局
総
務
課
動
物
愛
護
管
理
室
長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
そ
の
際
に
広
島
市
に
お
け
る
検
討
状

況
を
政
府
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
把
握
に
努
め
て
い
く
旨
の
発
言
が
動
物
愛
護
管
理
室
長
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
ヶ
月
以
上
も
経
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
怠
慢
で
あ
り
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
早
急
に
広
島
市
よ
り

詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
以
下
に
つ
き
再
度
答
弁
さ
れ
た
い
。 

２ 

現
地
を
視
察
し
た
際
、
重
度
の
栄
養
失
調
を
原
因
と
す
る
皮
膚
病
な
ど
の
疾
病
に
か
か
っ
た
犬
や
失
明
の
疑
い
の
あ
る
犬
も
い
た
と
承
知
し
て
お
り
、
右

記
(2)
の
ケ
ー
ス
に
も
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
飼
い
主
に
治
療
義
務
が
あ
る
と
の
社
会
通
念
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
治
療
等
を
施
さ
な

い
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
等
の
点
に
つ
い
て
、
広
島
市
に
よ
る
検
討
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 
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五 

広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
（
殺
傷
の
解
釈
の
妥
当
性
） 

前
回
答
弁
書
「
五
の
２
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
省
と
し
て
は
、
広
島
市
に
お
い
て
動
物
愛
護
管
理
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
詳
細
に
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
す
る
と
と
も
に
、
「
五
の
５
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
省
と
し
て
は
、

広
島
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
検
証
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
詳
細
に
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
本
年
十
月
五
日
及
び

十
月
十
七
日
の
二
回
に
わ
た
り
、
環
境
省
自
然
環
境
局
総
務
課
動
物
愛
護
管
理
室
長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
そ
の
際
に
広
島
市
に
お
け
る
検
討
状
況
を
政
府
と

し
て
把
握
す
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
把
握
に
努
め
て
い
く
旨
の
発
言
が
動
物
愛
護
管
理
室
長
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二
ヶ
月
以
上
も
経
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
怠
慢
で
あ
り
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
早
急
に
広
島
市
よ
り
詳
細
を
把
握

し
た
上
で
、
以
下
に
つ
き
再
度
答
弁
さ
れ
た
い
。 

広
島
市
方
針
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
三
十
四
頭
の
犬
を
栄
養
失
調
等
か
ら
衰
弱
死
さ
せ
た
行
為
が
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
殺
傷
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
「
本
市
は
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
の
代
表
者
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
死
体
を
確
認
し
た
上
で
、
西
警
察
署
の
担
当
警
察
官
に
『
み
だ

り
に
殺
し
た
』
も
の
か
ど
う
か
、
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、『
死
体
を
見
た
だ
け
で
は
み
だ
り
に
殺
さ
れ
た
の
か
、
虐
待
を
受
け
て
殺
さ
れ
た
の
か
、

老
衰
な
ど
の
自
然
死
な
の
か
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
飼
養
状
況
な
ど
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
。
』
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
１
点
目

で
お
示
し
し
た
飼
養
状
況
や
、
『
給
餌
の
量
が
充
分
で
は
な
く
、
衰
弱
し
て
死
亡
し
た
も
の
を
弔
う
た
め
に
埋
葬
し
た
』
と
い
う
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

申
し
立
て
か
ら
、
『
み
だ
り
に
殺
し
た
』
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
」
と
し
て
い
る
。 

３ 

解
釈
回
答
に
基
づ
き
判
断
し
た
場
合
、
一
般
に
「
著
し
く
不
衛
生
な
場
所
で
飼
育
し
、
給
餌
又
は
給
水
を
十
分
与
え
ず
愛
護
動
物
を
不
健
康
な
状
態
に
陥

ら
せ
る
行
為
」
は
、
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
虐
待
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

１ 

広
島
市
の
解
釈
に
あ
る
「
秩
序
を
乱
し
て
・
む
や
み
に
・
故
意
に
」
は
、
一
般
語
と
し
て
の
「
み
だ
り
に
」
の
意
味
と
思
わ
れ
る
が
、
法
令
上
の
「
み
だ

り
に
」
の
解
釈
は
「
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
て
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
広
島
市
の
判
断
に
従
え
ば
、
約
五
百
頭
の
犬
に
対

し
十
分
な
給
餌
・
給
水
を
し
な
か
っ
た
行
為
は
、
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
正
当
性
と
は
何
か
。

広
島
市
の
検
討
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

２ 

法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
あ
る
「
み
だ
り
に
給
餌
又
は
給
水
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
る
行
為
」
は
例
示
さ
れ
た
行
為
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
広

島
市
は
、
「
犯
意
・
悪
意
を
持
っ
て
『
み
だ
り
に
』
給
餌
・
給
水
を
や
め
た
と
い
う
事
実
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
刑
罰
が
か
け
ら
れ
る
『
虐
待
』
に

は
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
お
り
、
例
示
行
為
の
有
無
の
み
を
も
っ
て
虐
待
の
判
断
根
拠
と
し
て
い
る
。
虐
待
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
動
物
の
被
る
苦
痛
を
中

心
に
捉
え
、
こ
れ
に
人
間
の
側
の
目
的
な
い
し
必
要
性
等
の
事
情
を
加
え
て
総
合
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
例
示
行
為
の
有
無
だ
け
に
着
目
し
た
広
島
市

の
判
断
は
安
易
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
広
島
市
の
検
討
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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六 

再
発
防
止
に
つ
い
て
（
虐
待
へ
の
厳
正
な
対
処
等
） 

 

一
方
、
警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
七
年
に
「
元
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
経
営
者
が
飼
育
に
窮
し
た
こ
と
か
ら
、
繁
殖
目
的
の
た
め
飼
っ
て
い
た
犬
四
頭
に
対
し

て
給
餌
・
給
水
を
止
め
、
放
置
し
た
こ
と
に
よ
り
餓
死
さ
せ
た
」
事
案
を
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
北
海
道
警
察
が
、
「
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
経
営
に
窮
し

た
こ
と
か
ら
、
飼
っ
て
い
た
犬
三
頭
に
対
し
て
、
給
餌
・
給
水
を
止
め
た
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
た
」
事
案
を
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
宮
城
県
警
察
が
、
そ
れ

ぞ
れ
検
挙
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

３ 

本
年
十
二
月
一
日
の
第
百
六
十
五
回
国
会
衆
議
院
環
境
委
員
会
に
お
い
て
、
若
林
環
境
大
臣
は
「
こ
の
広
島
の
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
自
身
が
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
極
端
な
ケ
ー
ス
で
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
際
に
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
事
態
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
い
う
対
策
を
講
じ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
、

真
剣
に
取
り
組
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
「
対
策
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
検
討
結
果

及
び
今
後
の
検
討
予
定
を
示
さ
れ
た
い
。 

１ 

前
回
答
弁
書
「
六
の
２
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、「
都
道
府
県
警
察
の
捜
査
員
に
対
し
、
研
修
等
の
場
を
通
じ
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
あ
る
が
、「
研

修
等
の
場
」
の
直
近
五
年
間
の
開
催
実
績
に
つ
い
て
、
開
催
日
、
件
名
、
開
催
地
、
開
催
時
間
及
び
参
加
し
た
捜
査
員
の
数
を
示
さ
れ
た
い
。 

３ 

事
業
者
Ｂ
の
申
立
て
に
よ
れ
ば
、
「
給
餌
の
量
が
充
分
で
は
な
く
、
衰
弱
し
て
死
亡
し
た
も
の
を
弔
う
た
め
に
埋
葬
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
三
十

四
頭
の
犬
の
死
骸
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
場
所
に
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
木
製
の
柵
が
多
数
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
承
知
し
て
お
り
、
証
拠
隠
滅
の
疑
い

も
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
申
立
て
の
正
当
性
に
つ
い
て
、
広
島
市
の
検
証
内
容
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

１ 

法
令
上
、
「
み
だ
り
に
」
の
解
釈
は
「
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
て
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
広
島
市
の
判
断
に
従

え
ば
、
三
十
四
頭
の
犬
に
対
し
十
分
な
給
餌
・
給
水
を
せ
ず
に
死
に
到
ら
し
め
た
行
為
は
、
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
と
い
う
こ

に
な
る
が
、
そ
の
正
当
性
と
は
何
か
。
広
島
市
よ
り
検
討
の
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 

２ 

前
回
答
弁
書
「
六
の
５
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
質
問
に
お
い
て
求
め
た
現
行
法
の
ま
ま
明
確
に
し
な
い
場
合
と
法
改
正
に
よ
り
明
確
化
す
る
場
合
の

そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
、
欠
点
が
答
弁
さ
れ
て
お
ら
ず
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
現
行
法
の
ま
ま
明
確
に
し
な
い
場
合
と
法
改
正
に
よ
り
明
確
化
す
る
場
合
の
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
、
欠
点
を
示
し
た
上
で
、
虐
待
の
定
義
を
明
確
に
す
る
た
め
の
法
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
改
め
て
示
さ
れ
た
い
。 

と
２ 

解
釈
回
答
に
基
づ
き
判
断
し
た
場
合
、
一
般
に
「
経
営
に
窮
し
、
飼
っ
て
い
た
犬
に
十
分
な
給
餌
・
給
水
を
せ
ず
に
死
亡
さ
せ
た
行
為
」
は
、
法
第
四
十

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
殺
傷
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

6 


